
 



3 つの国、数々の物語 

シャーリーの世界へようこそ 

 

アメリカとフィリピンへの思いを胸に、日本を故郷とすることはどのようなものなのでしょうか。 

 

教育者であり、5 人の孫を持つ祖母でもあり、「世の中には常に新しく発見できることがある」と信じ

る、好奇心旺盛な学び手です。 

 

20 年以上にわたり日本で暮らし、働いてきました。現在は神戸を拠点に生活しています。フィリピンで

生まれ、10 代の頃、3 人の弟妹とともにサンフランシスコへ移住しました。サンフランシスコ州立大学

1 年生の頃、日本から修士課程に進学してきた学生である将来の夫と出会います。その出会いが、国や

文化、そして家族をつなぐ人生の始まりとなりました。 

 

サンフランシスコ、ハワイ、オレゴンで家族を育てた後、夫妻で共通の目標を胸に日本へ移住しまし

た。それは、「英語を英語で学ぶ」プログラムを創設することでした。兵庫県の大手前大学で、

「Language Education of Otemae（LEO）」のディレクターを務め、その後、准教授として勤め上げ、退

職しました。このプログラムが学生たちに多くの機会をもたらしたことを誇りに思っています。 

 

また、この仕事は思いがけない贈り物ももたらしました。それは、フィリピンとのつながりを再発見で

きたことです。大学の国際教育課程にサービスラーニングを取り入れる中で、かつてアメリカでの生活

に埋もれてしまったと思っていたフィリピン人としてのルーツを改めて見つめ直しました。 

 

現在、自分自身を「フィリピンにルーツを持つアメリカ人」だと考えています。その人生は、日本、ア

メリカ、そしてフィリピンの三つの国にまたがっています。それぞれの国が自身を形づくる大切な一部

であり、それぞれに語るべき物語があります。 

 

引退後の生活は、新たな発見の時間をもたらしています。ウクレレを学び、ウェブサイトを制作し、変

化し続ける世界に対する好奇心を持ち続けています。そして何よりも、5 人の孫たちの成長を見守りな

がら、これからも長く充実した年月を過ごしたいと願っています。 

 

他の人の目を通して日本の生活に興味がある方は、ぜひイベントでお会いしましょう。 

私の発見を一緒に楽しみ、私たちをつなぐ日常の体験を探ってみましょう。 


